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『
ソ
ヴ
エ
ト
政
治
の
鍵
』

　
　
　
　
　
－
反
党
グ
ル
ー
プ
に
因
る
危
機
ー

　
～
九
五
六
年
二
月
の
第
二
〇
回
党
大
会
の
終
幕
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
の
秘
密
演
説
が
そ
の
年
の
六
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
務
省
に
よ
つ

て
公
け
に
さ
れ
た
直
後
、
こ
の
秘
密
演
説
を
論
評
し
た
ー
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー

は
、
党
大
会
開
会
当
日
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
演
説
と
そ
の
一
〇
日
後
に
な
さ
れ

た
秘
密
演
説
と
を
比
較
し
た
と
き
に
見
ら
れ
る
両
者
の
著
し
い
差
異
・
対
照
か

ら
、
党
お
よ
び
国
家
の
最
高
指
導
者
層
内
部
に
お
け
る
権
力
闘
争
の
新
た
な
局

面
へ
の
発
展
を
予
見
し
て
い
た
が
、
事
実
、
そ
の
後
問
も
な
く
権
力
闘
争
は
極

め
て
明
白
な
姿
で
現
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
三
年
三
月
ス
タ
ー
リ
ン

死
後
の
ク
レ
ム
リ
ン
内
部
に
お
け
る
権
力
の
系
列
化
・
闘
争
が
集
団
指
導
制
の

装
い
の
下
に
進
行
し
、
一
九
五
七
年
の
六
月
に
そ
の
最
終
段
階
に
達
し
た
。
当

時
す
で
に
首
相
（
閣
僚
会
議
議
長
）
と
党
書
記
（
書
記
局
委
員
）
の
ポ
ス
ト
を
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
（
九
三
三
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

つ
て
い
た
マ
レ
ン
コ
フ
を
中
心
と
す
る
反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
グ
ル
ー
プ
が
六
月

一
八
日
の
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
に
お
い
て
攻
勢
に
転
じ
、
幹
部
会
委
員
の
圧

倒
的
多
数
を
擁
し
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を
窮
地
に
追
い
つ
め
た
の
で
あ
り
、
権

力
闘
争
の
頂
点
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
の
「
六
月
危
機
」
を
R
・
ぺ
ー
ス
イ
ブ
リ

ッ
ヂ
が
「
ソ
ヴ
エ
ト
政
治
の
鍵
」
に
お
い
て
取
上
げ
、
ソ
連
に
お
け
る
公
式
の

発
表
・
記
録
か
ら
得
た
素
材
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新
聞
弓
員
げ
茸
”
■
＆
＝
の

モ
ス
ク
ワ
通
信
員
M
・
ル
ッ
キ
イ
お
よ
び
イ
タ
リ
ヤ
共
産
党
機
関
紙
い
．
¢
旨
鼠

の
記
者
G
・
ボ
ッ
フ
ア
の
伝
え
る
資
料
か
ら
、
「
六
月
危
機
」
の
背
景
を
考
察

し
、
そ
の
全
貌
を
明
か
に
し
、
そ
の
後
の
展
開
を
観
察
し
て
い
る
。

　
党
お
よ
び
国
家
の
最
高
指
導
者
層
内
部
の
権
力
闘
争
の
分
析
に
よ
る
ソ
ヴ
エ

ト
政
治
へ
の
接
近
、
す
な
わ
ち
「
ク
レ
ム
リ
ノ
ロ
ジ
ー
」
国
冨
巨
ぎ
o
δ
鶏
は
政

策
論
争
に
た
い
す
る
権
力
闘
争
の
優
位
を
前
提
と
し
て
成
立
し
、
ま
た
そ
の
か

ぎ
り
に
お
い
て
は
貴
重
な
成
果
の
提
供
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
か
か

る
分
析
に
批
判
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
利
益
集
団
は
常

に
機
能
的
に
把
握
さ
れ
、
企
一
的
に
類
型
化
さ
れ
、
ま
た
党
お
よ
び
国
家
の
中

枢
機
関
に
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
送
り
こ
ま
れ
た
利
益
代
弁
者
・
個
人
と
利

益
集
団
と
の
結
び
つ
き
は
個
人
の
キ
ャ
リ
ヤ
に
よ
つ
て
図
式
的
に
固
定
さ
れ
が

ち
で
あ
る
．
勿
論
著
者
は
、
著
書
の
表
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ソ
ヴ
エ

ト
の
政
治
を
本
質
的
に
規
定
す
る
結
論
を
性
急
に
求
め
て
は
い
な
い
。
「
六
月

危
機
」
の
全
貌
を
具
体
的
に
さ
ぐ
る
こ
と
に
よ
つ
て
ソ
ヴ
エ
ト
政
治
へ
の
、
ま

さ
し
く
一
つ
の
手
懸
り
一
｛
亀
を
用
意
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
著
者
の
企

図
が
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
ク
レ
ム
リ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
分
析
一
般
に
た
い
す
る

と
同
様
の
批
判
の
若
干
が
本
書
に
も
ま
た
与
え
ら
る
べ
ぎ
か
否
か
の
問
題
を
措

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
　
（
九
三
四
）

い
て
、
本
書
の
概
要
を
記
す
こ
と
が
、
こ
の
場
合
当
を
得
た
紹
介
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
．

　
一
九
五
三
年
以
前
の
背
景
　
　
一
九
五
七
年
六
月
当
時
の
党
中
央
委
員
会
幹

部
会
を
構
成
し
て
い
た
二
名
の
委
員
ー
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
マ
レ
ン
コ
フ
、

モ
P
ト
フ
、
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
チ
．
ブ
ル
解
ガ
ー
ニ
ン
、
ミ
コ
ヤ
ン
、
ヴ
ォ
ロ
シ
ロ

フ
、
ペ
ル
ブ
ー
ヒ
ン
、
サ
ブ
ー
ロ
フ
、
ス
ー
ス
ロ
フ
、
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
と
二
名

の
委
員
候
補
i
シ
ェ
ピ
ロ
フ
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
利
益
集

団
の
代
弁
者
で
あ
つ
た
か
．
ま
た
か
か
る
利
益
集
団
の
発
言
力
・
強
さ
が
ス
タ

ー
リ
ン
死
後
い
か
に
変
化
し
た
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
分
析
を
一
九
五
三
年

以
前
に
さ
か
の
ぼ
ら
し
め
る
と
、
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ
勺
”
詳
閑
》
箸
弩
暮
毎
、

政
府
官
僚
O
。
ぐ
①
暮
冨
Φ
暮
ω
彰
雷
琴
蚕
昌
、
経
営
技
術
者
エ
リ
ー
ト
↓
①
魯
巳
琶

ヤ

日
詩
、
軍
＞
周
舅
網
と
い
う
四
種
の
利
益
集
団
（
秘
密
警
察
に
つ
い
て
は
一
七
、

三
七
頁
参
照
）
の
存
在
と
、
経
営
技
術
者
エ
リ
ー
ト
と
軍
に
比
較
し
て
党
ア
パ

ラ
チ
キ
イ
と
政
府
官
僚
が
、
ま
た
政
府
官
僚
に
比
較
す
る
と
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ

が
よ
り
強
い
利
益
集
団
で
あ
つ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
ら
ぽ
前
記
し
た
幹

部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
い
か
な
る
利
益
集
団
と
関
連
し
て
い
た
か
。
彼
等
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
者
は
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ
と
し
て
の
な
ん
ら
か
の
経
験
を
も
つ
て

は
い
る
が
、
こ
の
集
団
に
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
、
ス
ー
ス
ロ

フ
、
シ
ェ
ピ
ロ
フ
が
、
政
府
官
僚
に
は
マ
レ
ン
コ
フ
、
モ
ロ
ト
フ
、
カ
ガ
ノ
ヴ

ィ
チ
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
が
、
経
営
技
術
者
エ
リ
ー
ト
に
は
ミ
コ
ヤ
ン
、
ペ
ル
ブ

！
ヒ
ン
、
サ
ブ
ー
ロ
フ
が
、
ま
た
軍
に
は
ヴ
ォ
ロ
シ
ロ
フ
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
結

び
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
著
者
は
特
定
の
個
人
が
一
個
の
利
益
集
団

に
必
ず
し
も
限
定
さ
れ
得
な
い
事
実
も
尊
重
し
．
ま
た
党
員
と
し
て
の
経
歴
ス



タ
ー
リ
ソ
と
の
関
係
な
ど
も
考
慮
し
つ
つ
、
一
応
、
前
記
の
よ
う
な
分
類
・
整

理
を
果
し
て
、
一
九
五
三
年
以
後
の
幹
部
会
に
お
け
る
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ
の
比

重
・
発
言
力
が
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
減
退
し
て
い
た
点
を

強
調
す
る
。

　
危
機
の
根
源
　
　
著
者
は
ま
ず
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
党
お
よ
び
国
家
の
首
脳

部
人
事
に
注
目
す
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
地
位
は
、
三
月
六
日
の
党
中
央
委
員
会

総
会
と
最
高
会
議
幹
部
会
と
閣
僚
会
議
と
の
合
同
会
議
の
決
議
に
よ
り
1
実

は
そ
れ
以
前
に
な
さ
れ
た
ベ
リ
ヤ
と
の
私
的
な
取
極
め
に
よ
り
、
マ
レ
ン
コ
フ

に
よ
つ
て
継
承
さ
れ
た
。
彼
は
幹
部
会
な
ら
び
に
書
記
局
の
筆
頭
委
員
で
あ
る

と
同
時
に
閣
僚
会
議
議
長
（
首
相
）
と
な
り
、
ま
た
、
彼
を
議
長
と
し
、
四
名

ー
ベ
リ
ヤ
、
モ
ロ
ト
フ
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
、
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
チ
の
第
一
副
議
長

か
ら
構
成
さ
れ
た
閣
僚
会
議
幹
部
会
が
発
足
し
た
が
、
そ
の
後
周
も
な
く
、
党

も
し
く
は
国
家
の
い
ず
れ
か
の
ポ
ス
ト
の
空
渡
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
（
三
月

七
ー
一
四
日
の
問
に
）
、
彼
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
推
定
相
続
人
と
し
て
か
ち
得
た

力
を
維
持
す
る
た
め
の
よ
り
よ
い
装
備
は
、
国
家
機
構
へ
の
依
拠
に
よ
つ
て
得

ら
れ
る
」
（
四
六
頁
）
と
い
う
確
信
か
ら
党
書
記
を
辞
任
し
（
幹
部
会
の
委
員
と

し
て
は
引
続
き
在
任
し
た
）
、
中
央
委
員
会
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を
党
第
一
書
記
に

選
出
し
た
（
九
月
）
．
そ
し
て
一
九
五
五
年
一
〇
月
に
は
マ
レ
ン
コ
フ
は
首
相
を

辞
任
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
推
挙
し
た
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
が
そ
の
後
を
継
い
だ
。

し
か
し
「
六
月
危
機
」
の
主
役
達
は
権
力
の
座
を
め
ぐ
る
闘
争
に
純
粋
に
終
始

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
間
、
彼
等
の
間
に
は
農
業
、
経
済
、
外
交
に

か
ん
す
る
政
策
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
を
無
視
し
て

「
危
機
の
根
源
」
を
さ
ぐ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
。
か
く
し
て
、
著
者

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

は
論
争
を
引
起
し
た
諸
政
策
の
内
容
、
論
争
点
、
そ
の
政
治
的
な
意
味
を
一
つ

一
つ
吟
味
し
、
さ
ら
に
ま
た
レ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
事
件
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
秘

密
演
説
の
投
じ
た
波
紋
を
観
察
し
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
マ
レ
ン
コ
フ
、
モ
ロ

ト
フ
、
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
、
ペ
ル
ブ
ー
ヒ
ン
、
サ
ブ
ー
ロ
フ
、

シ
ェ
ピ
ロ
フ
と
の
敵
対
的
関
係
の
時
点
と
内
容
を
つ
き
と
め
、
そ
の
背
後
に
存

在
し
た
諸
利
益
集
団
間
の
、
特
に
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ
と
政
府
官
僚
と
の
対
立
を

読
取
る
。

　
闘
争
　
　
反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
グ
ル
㌧
フ
と
の
闘
争
は
い
か
に
展
開
さ
れ
た

か
。
そ
こ
に
著
者
は
次
に
指
摘
す
る
よ
う
な
四
つ
の
段
階
を
認
め
る
。
す
な
わ

ち
第
一
の
段
階
で
は
．
反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
グ
ル
ー
プ
が
一
九
五
七
年
の
六
月

一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
幹
部
会
に
お
い
て
攻
勢
に
出
て
、
農
業
、
経
済
、
外
交

に
か
ん
す
る
彼
の
政
策
を
全
面
的
に
批
判
し
、
彼
を
支
持
し
た
委
員
は
僅
か
に

二
名
i
ミ
コ
ヤ
ン
、
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
（
ス
：
ス

ロ
フ
は
中
立
の
立
場
を
と
り
．
反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
グ
ル
ー
プ
は
マ
レ
ン
コ
フ
、
モ

冒
ト
フ
、
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
、
ペ
ル
ブ
ー
ヒ
ン
、
サ
ブ
ー
ロ
フ
、
ヴ

ォ
ロ
シ
巨
フ
の
七
名
を
数
え
た
）
が
、
第
二
段
階
で
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
委
員

候
補
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
助
力
に
よ
つ
て
、
問
題
の
決
著
を
、
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ
が

す
で
に
多
数
を
占
め
て
い
た
中
央
委
員
会
総
会
の
討
議
に
持
込
む
こ
と
に
成
功

し
、
六
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
グ
ル
ー

プ
の
敗
北
が
決
定
的
と
な
つ
た
と
。

　
勝
利
　
　
つ
い
で
七
月
三
日
に
は
じ
ま
る
第
三
の
段
階
で
は
、
最
高
指
導
者

層
内
部
の
対
立
、
反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
公
け
に
さ
れ
、
彼

等
を
反
党
グ
ル
㌧
フ
と
規
定
し
て
、
ま
ず
マ
レ
ン
コ
フ
、
モ
ロ
ト
フ
、
カ
ガ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
　
　
（
九
三
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

ヴ
ィ
チ
に
た
い
す
る
批
判
と
攻
撃
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
最
後
に
、
反
党

グ
ル
㌧
フ
の
処
分
が
問
題
と
な
つ
た
第
四
の
段
階
が
出
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　
余
波
　
　
無
論
、
「
六
月
危
機
」
の
落
著
後
反
党
グ
ル
ー
プ
は
幹
部
会
か
ら

一
掃
さ
れ
た
．
新
し
い
幹
部
会
で
は
、
委
員
お
よ
び
委
員
候
補
が
増
員
さ
れ
、

し
か
も
委
員
一
五
名
の
内
の
一
一
名
を
ま
た
委
員
候
補
九
名
の
内
の
六
名
を
党

ア
パ
ラ
チ
キ
イ
が
占
め
る
に
至
つ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
を
代
表
す
る
委
員
も
し

く
は
委
員
候
補
は
僅
か
五
名
ー
閣
僚
会
議
議
長
の
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
、
副
議
長

の
ミ
コ
ヤ
ン
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
元
帥
、
閣
僚
の
ペ
ル
ブ
ー
ヒ
ン
と
コ
ス
イ
ギ
ン
ー

ー
に
す
ぎ
ず
、
党
ア
パ
ラ
チ
キ
イ
と
政
府
官
僚
と
の
比
率
は
「
六
月
危
機
」
以

前
の
幹
部
会
の
そ
れ
と
逆
に
な
つ
た
。
書
記
局
の
幹
部
会
に
た
い
す
る
、
し
た

が
つ
て
ま
た
政
府
に
た
い
す
る
統
制
は
保
証
さ
れ
、
『
九
五
八
年
三
月
に
は
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
が
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
に
代
つ
て
閣
僚
会
議
議
長
す
な
わ
ち
首
相
と
な

り
、
党
ア
バ
ラ
チ
キ
イ
の
政
府
に
た
い
す
る
支
配
が
確
立
し
た
。
し
か
し
こ
の

こ
と
は
、
か
つ
て
の
反
党
グ
ル
ー
プ
が
政
治
の
次
元
か
ら
完
全
に
一
掃
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。
一
九
五
七
年
六
月
の
中
央
委
員
会
総
会
の
決
議

は
反
党
グ
ル
ー
プ
の
党
か
ら
の
除
名
を
要
求
し
て
い
た
が
、
第
二
二
回
党
大
会

の
決
議
に
は
そ
の
よ
う
な
要
求
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
モ
ロ
ト
フ
は
自
己
の
敗

北
を
最
終
的
に
は
認
め
て
な
い
し
、
一
九
五
八
年
一
二
月
に
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン

が
、
一
九
五
九
年
春
に
ペ
ル
ブ
ー
ヒ
ン
と
サ
ブ
ー
・
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
用
心
深
い

告
白
を
な
し
た
以
外
、
反
党
グ
ル
㌧
フ
の
メ
ン
バ
ー
は
一
人
と
し
て
自
己
批
判

を
行
つ
て
は
い
な
い
と
。
そ
れ
故
、
著
者
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
反
党
グ
ル
！

プ
と
の
か
か
る
複
雑
な
か
ら
み
合
い
に
改
め
て
光
を
当
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
つ

て
、
現
実
の
ソ
ヴ
エ
ト
政
治
へ
の
豊
か
な
手
懸
り
・
鍵
を
提
供
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
　
（
九
三
六
）

　
（
二
、
三
気
付
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
四
一
頁
五
行
目
の
　
塁
島
夢
。
客
＜

【〈

U
’
一
は
－
導
畠
夢
。
宕
囚
く
β
一
の
、
九
三
頁
五
行
目
の
夢
①
旨
冨
ま
零
冨
毛
甲

冨
b
巽
》
器
ざ
の
言
ヨ
菩
戸
は
9
Φ
鼠
冨
ま
器
房
≦
呂
巷
霞
》
鶏
獣
の
三
目
薯
ロ
の
誤

植
で
あ
り
、
ま
た
九
頁
九
行
目
の
毘
馨
置
冨
冨
亀
夢
。
の
o
≦
9
℃
冨
畳
首
ヨ
の

ω
o
〈
凶
9
は
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
沢
精
次
郎
）


